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- 要 約 -
選択数学の学習では,必修の数学で学習した内容を発展させたり,その周辺に
ある問題に取り組むことにより既習内容を深めたり,あるいは学習した内容を具
体化 .実用化したりする活動を年間指串計画と評価規準に基づき,系統的に行つ
ていくことが重要であるO興味 .J軌L.の個人差および達成度としての学力差を生
徒の特性としてとらえ,生徒の特性を発揮させ,さらに伸長させる選択教科のあ
l 選択数学で何を目指すか
選択教科としての数学(以下選択数学)で
は,次の目標を立てて取り組んでいく｡
①生徒の主体的な学習を促し,数学的な見方
や考え方の育成を図るo
②数学的活動の楽しさや実用性を感じ,問題
解決能力を伸ばすことができるようにするo
ねらいを達成するために,生徒の特性等
に応じて課題学習,作業,実験,調査,捕
充的な学習,発展的な学習などの多様な学
習活動を展開していきたい｡
中学校で選択教科が始まったころには,
数学的活動の数学的活動の楽しさを味わう
ことが学習の主眼となり,課題学習として
ゲームやパズルのようなトピック的な学習
課題を取り上げることが多く,評価規準も
明確でない場合が多かった｡しかし,必修
教科としての数学(以下必修数学)の時間の
削減などのカリキュラム編成の変化に伴い,
選択数学においても必修教科との関連や数
学としての系統性を一層求められるように
なってきた｡
必修の数学で学習した内容を発展させた
り,その周辺にある問題に取り組むことに
より既習内容を深めたり,あるいは学習し
た内容を具体化 ･実用化したりする活動を
年間指単計画と評価規準に基づき.系統的
に行っていくことが重要である｡その上で
数学的活動の楽しさや有効性を感 じること
ができるよう学習を展開していきたい｡
貨料 1 個に応じた学習支援
学習指導要領改善の基本方針の1つは,
rゆとりのある教育活動を展開する中で,
基礎 ･基本の確実な定着を図り,個性を生
かす教育を充実すること｣である｡この方
針に基づき,一人一人に応じたきめ細やか
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な指導を行い,じっくり学習に取り組むこ
とが嘉要になる｡
生徒一人一人のよさや可能性を伸ばし,
個性を生かす教育の一層の充実を図るため,
生徒の興味 ･関心を生かし,主体的な学習
の充実を図るとともに.個に応 じた指導の
工夫改善を図る必要がある｡生徒はそれぞ
れ能力 ･適性,興味 ･関心等が異なり.設
定した目標を達成するためには,それぞれ
の生徒に応じた適切な指導方法や指導体制
の工夫が必要となるからである｡
2 甫中学校における遠択教科の構成
本校の選択教科のねらいは,｢興味 ･関
心の個人差 ･学習意欲 ･学習態度 ･学習ス
タイルの個人差 ･学習速度 ･学習の仕方の
個人差および達成度としての学力差を生徒
の特性としてとらえ,選択履修を通して,
生徒の特性を発揮させ.さらに伸長させる｣
ことである｡
選択教科の実施にむけての基本的な考え
(1) 学習指斗要領における選択履修の扱い
･ 生徒の特性等に応じたような学習活動
が展開できること｡
･ 学習指導要領に示す内容に3.もづくもの
であること｡
･ 学習活動を学校において適切に_T_夫し
て取り扱うこと｡
(2) 適択教科のねらい
興味 ･関心の個人差 ･学習意欲 ･学習
態度･学習スタイルの個人差･学習速度 ･
学習の仕方の個人差および達成度として
の学力差を生徒の特性としてとらえ,選
択履修を通して,生徒の特性を発揮させ,
さらに伸長させる｡
第 1学年では,確かな学力を身につける
ことを目指 し,国語 ･社会 ･数学 ･理科 ･
英語についてそれぞれ 【補充日 光実】の2
コースを設け,5教科 10講座で開設したO
【補充】コースは ｢努力を要すると判断
される｣段階を ｢おおむね満足できると判
断できる｣段階に引き上げることを,【充実】
コースは,rおおむね満足できると判断でき
る｣段階を ｢十分満足できると判断できる｣
段階に引き上げ,｢十分満足できると判断で
きる｣段階をさらに深化 ･拡張することを
目指す｡
3 ガイダンス機能の充実
国防 狭僧学習,総合的な学習,表現の能
力を高める学習
社会 分野間にわたる学習,自由研究,作
薬的な学習
数学 陳腐学習.作業,実験,
坤科 妹噛研究,野外観秦,実敦
英籍 補充.深化,書籍活動をより深め豊
資料2 学習活動の計画
中学 1年生になって,生徒は興味 ･関心
に基づき.学級の枠を超え,異なった教科
を異なった場所で学習する選択教科を初め
て体験する｡
そのため,選択教科の意義や開設教科,
発展やフィー ドバックする学習内容,個に
応じた学習方法などについて十分に周知す
る必要がある｡本年度は教育課程を見直し,
第 1学年は,第2学期から選択教科の時間
を始めることにした｡
【英静,充実】
英籍の表現活動があまりできなかったので,
練習したいと思つたから○毛記休に興味があ
るので学習したいと思つたから○
【数学一補充】
まだ.正の数.負の数がわからないところが
多いので.数学の補充でがんばりたいです｡
資料3 選択の理由の例
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第 1学期末に各講座の担当者が作成 した
シラバスを用いて2時間扱いでオリエンテ
ーションと希望調査を実施したO希望調査
では,どうしてその講座を選択したかの理
由をしっかりと書かせ,意職の明確化を行
ったoその調査をもとに,保護者懇談で生
徒 ･保護者 ･学級担任の3者で相談 ･検討
し,選択希望講座を決定した｡
このようなガイダンス機能の充実が,
自分を見つめる選択能力の育成につなが
っていく｡
教科 数学科 【補充 】コー ス
学習目標 ･数量.区形に蘭する基棚 の理
解を深め,数柵 醸しさ,敬
学的な見方や考え方のよさを知り,進
んで信用するb
学習内容 ･計葬紺野今までに習ったところまでの復習
･課頓研究
学習計画 ① 正負棚 rNこ一九､て発展的.応
脚 に習熟するo
(塾 朔 研究
③ 文事乃式.匪形.比例.反比例の学
習の補充
その他 ･撃冨2用具.ファイル
分数や小数の計昇でつまずいている
人に もう.一度′1年校棚 ､らじつく
資料4 シラバスの例
4 数学科での実践
生徒が自ら選択する選択数学では,知的
好奇心にこたえる課題を扱いやすい｡学習
課牌の取組を通して,学習に対する満足感
や充実感をより深く味わえるようにしたい｡
必修教科で取り上げにくい内容も,取り上
げることができる｡
授業展開に当たって,次のような工夫を
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しながら年間指導計画(資料 5)を作成 した｡
① 学習内容の発展を目指すコースを設定
する｡
② 学習内容の補充を目指すコースを設定
する｡
③ 作業 ･実験 ･調査を行い,実生活との
閑連を深めるO
④ 2年 ･3年の内容や高等学校の内容に
触れる｡
選択数学の評価の観点は,生徒の特性等
に応じた学習活動を展開するという趣旨を
生かして各学校で設定することになる｡本
校の場合,必修数学の基礎 ･基本の確実な
定着を図り.個性を生かす教育を充実する
ことを目指しているため,評価の観点は必
修数学に準じている｡
評価基準の設定に当たっても同様である
が,選択した生徒の特性を調査やテス ト等
で適確に把握 し,育てたい具休的な力を個
に応 じて設定するようにしている｡
評価の場面では,必修数学と同様に,授
業中の観嶺 ･ワークシー トやノー トの点検
などが中心になる｡レポー トの提出により,
学習内容の定着や発展の度合いも把握する｡
自己評価 ･相互評価も大切にしたい｡
従来多くの場合,選択教科では,テス ト
を実施して到達の度合いを評価することが
なかった｡このことが,選択教科を教師も
生徒も軽く扱 う理由になっているのではな
いだろうか｡単元のねらいと評価基準に応
じた適切な評価テス トを作成 し,定期的に
実施していくことは当然であると考える｡
評価結果は適宜フィー ドバックしていく｡
5 実践の例
(1)計 画
年間指導計画に基づき,充実コースの
課題研究の実践例を示す｡課臨研究は 12
時間で計画しており,次のような計画を
立てた｡
活動の課題 時数
三角形のこまを作ろう 1
四角形のこまを作ろう 1
外接円を作図しよう 1
内接円を作図しよう 1
正三角形 .正六角形を作図し 1
よう
正四角形 .正八角形を作図し 1
よう
正五角形を作図しよう 1
平面を正多角形でしきつめよ 5
ラ
学習指導要領の改訂により,必修数学
の図形領域は大きく変化している｡第 1
学年には,小学校より ｢対称な図形｣が
移行 してきている｡また,円についての
内容も追加されている｡そのため,コン
パスと定規による作図の時間を十分とる
ことができない｡作図は,ユークリッド
娘何学の基本となる作業であり,選択数
学の学習の中で ｢どうしてコンパスと定
規だけなのか｣を理解するようにしたい｡
また,数学史的な内容や興味深い トピッ
クも豊富にあり,図形学習に対する関
心 ･意欲を喚起することもできる｡
重心 ･外接円 ･内接円などは､従来第
2学年 ･第3学年で取り上げられていた
が,削除されたり軽減されたりした内容
である｡これらも,作図として取り上げ,
作業を行うことを通して,論理的に考え
ていくことの面白さや図形の美 しさに気
付くようにする.
正五角形の作図は,多角形の内角の性
質,合同 ･相似,平方根,三平方の定理
など中学校で学習する内容を総合したも
のであり-第 1学年の生徒にとっては,
その根拠を理解することは難 しい｡ しか
し,そのような高度の学習内容に触れた
り垣間見たりすることにより,数学の発
展の見通しや学習継続-の期待感をはぐ
くむ機会となる｡
作図を通して,正多角形に興味をもた
せた上で,正多角形による平面のしきつ
めを実施する｡各自でしきつめ方を考え
自己追究を行っていく｡色やデザインな
どを設定することは,美術科との関連が
深く,数学のよさを感 じることもできる｡
美術科の教師とのティームティーチング
を実施 したい｡
(2)三角形のこまを作ろう
T; 今日は2時間続きの選択数学だね｡新し
い内容に入りますo予定は12時間です｡図
形をね｡作っていくんだ｡その中で数学っ
てどういうように考えていくかに気がつい
て欲しいんだ｡ですから,当分計算はなし｡
これからね｡三角の厚紙を配ります｡これ
でこまを作るんだよ｡
S;遊んでいいの｡
T; そつOだけどその前に考えないといけな
いことがあるよねO軸をさすところはどこ
だろう｡
S;中心日
T; どこが中心なのo
s;対角線をひけばいい｡
S;対角線なんて三角形にないよ｡
S; ｡
S;正三角形ならわかるんだけど･-0
T; 正三角形ならどこなの｡
S;頂点と辺の真ん中をつないだらいいo
T; なるほど｡だけど誰も正三角形じゃない｡
S;バランスをとってみればいいんだ｡
T; 00君のように指の上に乗せて,実際
にバランスの取れるところを見つければ
いいんだね｡やってみよう｡
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T;それでは,作図する方法を考えよう｡
まず,頂点と辺の井ん中をつないでみよ
う03本ひけるねDきちんと測るんだよ｡
T; 引けましたかo頂点と辺の真ん中をつ
ないだ3本の線は1点で交わります｡こ
の点を重心といいます｡バランス取れて
る??
T; 線の長さを測ってみよう｡何か気がつ
いたことがありますか｡
S;長さが2倍になっている｡
S;6つの三角形の面積が同じような-
T; こういったことが重心の性質なんです｡
S;3本ひかなくても2本でいいと思う｡
T; そうですね｡それでは重心にマッチ棒
をさして,こまを回しましょう｡
T; いつもやってることなんだけど,この
学習練磨を発展させましょう｡どう発展
させる??
S;四角形のこまを作ればいい｡
T; 次の時間の妹題だね｡
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(3) 正多角形のしきつめ
必修数学での課周学習として実施す
ることがしばしば見受けられる教材で
あるが,選択教科で実施 した｡作図を
通して,正多角形に興味を持つことが
でき.各自でしきつめ方を考え自己追
究していくことができるからである｡
この授業は,1種類以上の合同な正
多角形を使って平面をしきつめていく
作某である｡平面図形の概念や性質を
確認し,平面図形における数学的な考
え方を凍うことができる.また,建築
物などの身の回りのしきつめの例との
I娼連を考えることもできる.
1種類の正多角形のしきつめから考
え,1つの頂点に集まる角の和が 360
度にならなければならないことに気付
くようにする｡次に1種類ではしきつ
めることができない正多角形でも,也
の正多角形と組み合わせることにより,
しきつめができるかもしれないことに
気付くようにする｡この段階で,いろ
いろなしきつめ方があることに生徒た
ちは興味を示す｡
ノー トにかいて考えていた図形を,
実際に手に持ち,並べていく活動は新
鮮で,意欲的に取り組める｡また,読
行錯誤を繰 り返す中で,論理的な考察
ができるようになる｡
最後に全体で完成したしきつめを鑑
賞し,発表会を行う｡興味を持った生
徒は,しきつめが何通りあるか検討し
たり,空間図形に発展し▲正多面体や
準正多面体を作る活動を行ったりする
ことができる｡
6 おわりに
生徒が学ぶことを楽 しい,おもしろい
と感 じるのはどんなときだろうか｡
･自分の考えた方法で学習を進めて
いる｡
･自分で試行錯解しながら学習を進
めている｡
･自分でいろいろ工夫しながら学習
を進めている｡
･自分の考えがみんなの学習に生か
されている｡
･みんなの考えの中から,新しい自分
の納得が生まれるQ
このような授業では,生徒が活発に発
言し,諌論が生まれ.そして充実感や効
力感を味わうことができる｡私たちが目
指したいのはそのような学習である｡
｢確かな学力｣とは,社会の変化の中
で主体的に生きていくために必要な基
礎 ･基本をしっかりと身に付け,学ぶ意
欲,思考力,判断力,表現力等まで含め
た其の意味での学力である｡学習指導要
領のねらいは,基礎 ･基本をしっかりと
身に付けさせ,それを基に,自ら学び考
える力などの ｢確かな学力｣を育むこと
にある｡一人一人の理解や習熟の程度等
に応 じたきめ細かな指導を行い,その中
で.基礎 ･基本の徹底のための繰 り返し
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指導や,7-どもたちの力をより伸ばすた
めの発展的な学習を行 うことが重要であ
る｡
選択教科においても大切なのは,日々
の授業を充実させることであり,そのた
めの授業研究 ･教材開発である｡確かな
学力を身に付けるために,今後も支援活
動 ･授業の工夫改善 .評価と指導の一体
化を継続的に行っていきたい｡
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資料5
第1学年 選嘩敵科 年間指導計画 ･野師規準 数学科 倉敷市立南中学校1教科の構成
指導者 川上 公一 l - 徒数 47名
2 教科の目標
教科目標 数駄 図形などに関する基礎的な概念や原理 .法則の理解を深め,数学的な表現や処理の仕方を習得し,事象を数理的に考察する能力を高めるとともに,数学的活動の楽しさ,数学的な見方や考え方
数学-の関心 .意欲 .憾 数学的な見方や考え方 数学的な表現 .処理 数丑,図形などについて
度 の知織 .理解
数学的な事象に関心をも 数学的活動を通して,数 事象を数量,図形などで 牧丘,図形などに関する
つとともに,数学的活動 学的な見方や考え方を身 数学的に表現し処理する 基礎的な概念や原理 .法
の楽しさ,数学的な見方 に付け,事象を数学的に 仕方や推給の方法を身に 別などについて理解し,
や考え方のよさを知り,それらを事象の考察に進んで活用し うとするn とらえ,論理的に考えるともに思考の過程を振り返り考えを深めるD 付けているo 知識を身に付けているo
4 ねらいと評価規準
単元 単元のねらい 評価規坤
補充 充実
ガイダンス 学習のねらいと計画を理解し､自己評価や評価テストを適して個に応 固学習に関心をもち,すすんで活動しよ
じたコー スを藩択するo うとする0回自己評価に基づきコー ス溝択できるq
正負の数の補充と深化 数の油頚を拡張して,計井の可能 数の問 を拡張して.朴井の可能 国正の数 .負の数の四則計算に.意欲を
性を広げ,数についての処理がで 性を広げ,処理が手際よくできる もって取り組もうとする.
きるようにするoそのために, ようにする8そのために, 囲正の数.負の数の四則計第のきまりを
ア.負の数の意味を理解し,必要 ア.負の数の食味,必野性と有用 導くことができる.
性と有用性を知るようにする○ 性が説明できるようにする. 囲 正の数.負の数の四則計如 け きるo
ィ.四則について理解し,基本的 ィ.四則を理解し,発展的.応用 困正の数.負の数の四則計井のしかたに
な計井ができるようにするo 的な計策ができるようにするo ついて説明できるo
現題 ①生徒の主体的な学習を促し,数学的な見方や考え方の育成を図るo 囲数学的活動の楽しさ見方や考え方のよ
②主体的に取り組む態度の育成を蕗院し,数学的活動の楽しさを味わ さを知り活用しようとするo
えるようにする○ 画数学的活動を通して.倫理的に考えJ
③数学 おもしろさや実用性を感じ 問題解決能力を伸ばすことがで 深めることができる○
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①数の範囲を正負の数まで拡醸
し.数の放念についての理解を深
め.文字を用いることの意鼓及び
方程式の意味を理解する｡
②宮形についての観象.操作や実
験を通して,図形に対する直観的
な見方や考え方を身に付ける｡
③具体的な事魚を調べることを
通して,比例.反比例の見方や考
え方を身に付ける｡
①文字を用いることの意鎧及び
方稜式の者味を理解するととも
に.数量などの関係やた始りを一般
的に簡常に袈現し,処理できるよ
うにする｡
②平面図形や空間図形について
の見方や考え方を深め,陶埋的に
考察できるようにする｡
③比帆 反比例の見方や考え方を
深めるとともに.数丘の関係を表
現し考察できるようにする｡
囲 数学的に考えることに関心をも
ち,問鰭の解決に活用しようとするQ
囲 数学的活動を通して,基礎的な知
職 と技能を確実に習得す るととも
に.数学的な推論の方法を用いて論
理的に考察できる｡
困正の数 ･負の数の四則計算や基本
的な図形の作図ができ,方程式など
を用いて処理 したり,推論の筋道を
簡潔に表現 したりできる｡
画正の数 .負の数 文字を用いるこ
との意義,一元一次方程式▲平面図
形についての性質や関係,空間にお
ける図形の位置関係,比例 ･反比例
の関係などを理解している｡
選択教科における観点別評価においては,｢数学-の牌心･音欲･態度｣は ｢関心･意欲･態度｣,｢数学的な表現 ･処理｣は ｢表
現 .技能｣,r数学的な見方や考え方｣および ｢数札 斑形などについての知指 ･理解｣は ｢思考･知臨 ･理解｣と表現する0
5 指導計画
単 元 学習の内容 時数
ガ イ ダ ンス ･ねらいと計画の説明 2
･評価テスト
正負の軟の補充と深化 正の数負の数の四則針弁についての補充 .深化 6
裸 摩 研 究 興味関心に応じて自ら昧蛭を設定し､考え,判断し毘欄 の解決を図る 12
学 習 の 補 充 と 深 化 ｢A数と式｣についての補充.深化 3
rB図形｣についての補充 .深化 3
｢c数丑髄係｣についての補充 .深化 3
単元のまとめと呑平価 .反省 1
(平成15年10月10日受理)
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